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研 究 主 題

目的 に応 じて適切 に伝え合 う力を高める指導法の工夫

研究主題設定の理由

科学技術 の目覚 ましい進歩 に伴って、「IT革 命」が進 み、様々な情報が氾濫す る現代社会。

望む と望 まざるとにかかわ らず、一方的 に発信 され て くる膨大な情報量。核家族化や少子化 、

パ ソコンやコンピュータゲーム等の普及、携帯電話によるメールのや りとりの流行。 こういっ

た社会環境の中で、子 どもたちの活字離れや コミュニケーシ ョン不足が進み、上手 に人間関係

が作れず にいる。教育現場で は、子 どもたちが、膨 大な情報か ら必要な情報 を選択 しきれず戸

惑 う姿や 「ことば」 を知 らな い、 「ことば」 を知 っていて も使 い方を知 らな い子 どもた ちによ

る、誤解 が元 にな った トラブル も多 く見 られ る。

その ような中で、 いよいよ、平成14年 度か ら新学習指導要領の下での教育が始 まる。国語

科 は、 「基 礎 ・基本」 の育成 を本旨 とした 内容 になって いる。「国語科の あ り方」 とい う視点

か ら考 えてみると 「国語科 の基礎 ・基本」 とは、 どのよ うなものなのか。 まず、新学習指導要

領 の国語科の 目標 を確認 して みると 「国語 を適切 に表現 し正確 に理解す る能力を育成 し、伝え

合 う力を高めるとともに、思考 力や想像 力を養い言語感覚を豊か にし、国語 に対す る認識 を深

め国語 を尊重す る態度 を育てる」 とある。

この 目標 には、「A話 す こと ・聞 くこと」 「B書 くこと」 「C読 むこと」 の3領 域が簡

潔に盛 り込まれて いるが、大 き く二つに分 け られ ると考 える。一つは、直接的に 目標 を立てて

育成すべ き言語能 力である。 これ は、 自分 の考え を的確 に相手 に伝え、相手の考 えを確実 に理

解 できるよ うに して、対立点や 問題点な どを話 し合い によって解決 しようとする能 力の育成で

ある。 もう一つは、国語科が これ まで も果た してきた長期 的な人間形成への貢献 である。 これ

は、 日々の充実 した言語生活 の中で継続 的に養われるべき もので あ り、また、国語 を尊重する

態度 は生涯を通 して追求すべき課題である。

従 って、それ らの基盤 となる国語の授業 にお いては、よ り一層の工夫 を施 し、充実 を図 って

いかな ければな らな い。

特 に前者は、 日本社会が現実的 に求めて いるものであ り、 ここ数年間この 目標 を前提 に 「伝

え合 う力」を高 める指導法が研究 されてきてい る。 「伝 え合 う力」 とは、適切 に表現す る能力

と正確 に理解す る能力 を基盤 とし、人と人 との関係 の中で、互 いの立場や考 えを尊重 しなが ら、

言葉 によってお互 いの気持ちや思 いをや りと りする力 を向上させ ることである。社会生活 に必

要な、言葉による伝 え合いの大切 さを自覚 して 「伝 え合 う力」 を高めることは、人間形成 に資

する国語科の重要な指導内容 とな る。

先 に述べた子 どもの現状 と、来年度か ら完全実施 される新教育課程 における、国語科の授業

の質的な改革 を図 るために、本部会では標記研究 主題 を設定 した。
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ll 研究の構想

1基 本的な考え方

今、国語科に求め られて いる 「伝え合 う力」 とは、一方的な ものではなく、相互的な言葉 の

キャ ッチボールを続 ける力で ある。相手の書 いた文章 を読み、自分の考 えを適切な文章にま と

めて相手 に返す。また、相手 の話 を聞いて、自分の考え を適切な言葉 にして相手 に返す。 この

繰 り返 しで ある。単 に相手の考 えを知 るだけで はな く、 自分の考 えを持つ ということで、互 い

の 「理解力」 と 「表現 力」が高め られ 、 「伝 え合 う力」の向上 にも結びつ くのではないか と考

えた。

2研 究の流れ

研究主題の設定 『目的に応じて適切に伝え合う力を高める指導法の工夫』

副主題 の設定(1班)

～文字言語班 ～

生徒作品を基 にした往復書簡 を通 して

「書 く ・読む」力を高める指導法の工夫

仮 説

感動を端的 に表現す る短歌 ・俳句 を

作 り、往復書簡 を通 して互いに鑑賞 し

合 うことで 「言葉の力」を知 る ことが

で き、 自分の感動をr正 確 に文章で伝

Ti.』、相 手の気持ち を考 えなが ら 『読

み取 る』力が 身に付 くのではないか。

副主題の設定(2班)

～音声言 語班～

ディベー ト形式の討論 を用いて

「話す ・聞 く」力を高 める指導法の工夫

仮 説

ディベー トを通 して話 し合 うことの楽

しさを味わい、 自分 の視点 を広 げ、互

いの考 えを深め合 うことによ り、相手

の発言 を 『正確 に聞き取 り』、 自分の

意見を 『効果的 に話す』力が身に付 く

のではないか。

検証授業(6時 間扱 い)

研究の反省 、まとめ、原稿作成

検証授業(7時 間扱 い)

研究 の反省、 まとめ、原稿作成
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3研 究の方法

前述の基本的な考 え方 に立ち、班 を二つに分け、それぞれの班で、音声言語、文字言語両面

か ら、指導方法の工夫 ・改善を重ねなが ら研究 を進 めた。

1班

1班 では本研 究の推 進に当たって 「生徒作 品 を基 にした往復書簡 を通 して書 く力 ・読む力を

育てる指導法の工夫」 という副主題 を設定 し、文字言語 を中心 とした指導法 の工夫 を試みた。

的確 に表現 し理解 する力を高める とともに、言葉 を用 いて気持ちを伝 え合 う力を高めたい と考

えた。活動 の基 になる作 品には、言葉 を吟 味 し、少ない字数で感動 を表現できる短歌や俳 句を、

生徒の発達段階 に応 じて選ぶ ことに した。全ての生徒が、学習活動 に自主的に参 加できるよ う

にワークシー ト等 に工夫を凝 らした。また、今回の単元 に入 る前に、短歌や俳 句を初 めて作る

生徒がいるこ とを想定 し、それ らの基礎的な事柄 を指導 し、作品作成や鑑賞文 についての指導

も行 った。

まず、作品(短 歌や俳 句)を 作 らせ、 自分の感動 を的確 に表現す るために言葉 を吟味 させ た。

次 に、作品 を生徒 に鑑 賞 させ、作者の感動 を理解 させた。 自分の考 えや気持ちを明確 に表現 し

た文章を感想カー ドに書かせ、作者への返信 とした。その際、読み手 の気持ちを配慮す るよ う

指導 した。感想カー ドを読んだ作者 には、共感 を得た喜びや 自分の言葉が思い も及 ばな い情景

を想像させ る ことの驚き を正確 に表現 させ、返信カー ドに書かせた。その後 、発表会 を行 い、

生徒たちが相互 に学べ るようにした。

最後に、今 までの活動 を振 り返 り、初めの作品(短 歌 ・俳 句)を 推 こうす ることでまとめ と

した。

2班

2班 では本研究の主題 をもとに 「ディベー ト形式 の討論を もちいて話す ・聞 く力を高め る指

導法の工夫」 という副主題 を設定 し、音声言語 を中心 とした授業 を試 みた。

デ ィベー トで は相手を説得す るために、明確な根拠を持 って効果的 に話す ことが必要であ り、

その前提 には相手の言葉を正確に聞く(聴 く)こ とが必要 となる。

まず、立論 にあた っては生徒 にとって身近な論題 を設定 した。 こうして生徒の一人一人 に自

分の意見 を持 ちやす くさせる ことで、討論 の準備 のための班 の話 し合 いや、討論 に臨む意欲 を

高め ることがで きると考 えた。 また、班 の話 し合 いや討論を通 して、自分の意見 の広が りと深

ま りを実感 させ る ことができると考 えた。

また、討論 の場面では言葉 のキ ャッチボール を重視す るとともに、班 の中での話 し合 い活動

を保証す ることで、お互 いに助 け合いなが ら、 「話 す ・聞 く」力を高め合 う活 動 を目指 した。

さ らに、 自己評価 を活 用する ことで、 自己の学習 の成果 を振 り返 らせ るとともに、相互評価 を

発表させ ることで 「話す ・聞く」力を高める意欲 を喚起 させるようにした。

一方 、審判 に あた る生徒 は客 観的な立場で 「聞 く」 力を身に付け られ る とともに、有効 に

「話す」方法を学ぶ ことができる と考えた。

最後 に、 これ らの音 声言語 を中心 とした活動 を様々な観点か ら振 り返 り、文章 として表現す

ることで まとめとした。
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III研 究 の内容

11班(文 字言語班)

(1)ね らい

情報通信機器 の流通が盛んにな り、IT革 命 と呼 ばれる時代 の中、子 どもたちを取 り

巻 く言語環境はす さまじい勢いで変化 している。特 にイ ンターネッ トや携帯電話の利用

は、中学生にとって は、 日常 の こととな っている。

特 に、メール と呼 ばれ る、断片的な言葉のや り取 りや顔文字な どの独特 の表現 を通 し

て 、仲間同士のコミュニケーシ ョンを図るのが流行 して いる。

本来、人間の言語活動 は、文字 と音声によって支え られて いるが、文字表現、音声表

現 とも、正確な 「ことば」 によるや りとりが影 を潜 め、表現 内容 も乏 しい断片的な単語

のや り取 りだ けに終始 して いるよ うに思われ る。

社会がよ り高度化 ・複雑化 し、様 々な情報通信機器 によって、伝 える方法 も多様化 し、

便 利になって きた。

しか し、そ の反面、子 どもたちの 「ことば」 の使 い方 ・表現方法などには、未熟 な面

が多 くうかがえる。単純 な言葉の投 げかけ、受 け止めが安 易に行われ、それが楽 しけれ

ばよい、仲間同士で分か りあえばよいというような伝え合いが行われているよ うに思わ

れ る。

そのような言語環境の中で、言葉のもつ力、言葉の大切さを認識 させるために文字言

語で表現 した俳 句 ・短歌な どの、我が国独特の表現技法 を通 して学習できな いか とい う

ことか ら、本研究 は始め られた。

次年度か ら実施され る学習指導要領にお いて も、「伝え合 う力」が重要視 されて いる。

一方的な言葉の投げか けや鑑賞ではな く、コミュニケー シ ョンを大切 にしなが らも、わ

が国の言葉 のもつ力、美 しさ、不思議 さな どに興 味や関心 を持たせたい。そ して、それ

らを意識 して、積極 的に伝 え合 う言語学習 としての学習活動 を目指 した。

自分の気持 ちや考 えを表現するため に、限 られた文字数 を工夫 し、言葉を吟味 し、他

の人の意見を参考 にしなが ら、よ りよ い作品 を作 り上げ、それ をもとにした互 いの心 を

伝え合う学習 は、子 どもたちにとって、 とて も新鮮で有意義な学習活動 になる と考 える。

また、子 どもたち同士で気軽 にや りとりされる文字情報 にっ いても、その情報 を受 け

取る側 には、正確 に理解 し、判断す る力が、発す る側 には、効果的に表現する力を身に

付けることがで きると考 える。

以 上のよ うに、生徒の創作 した短歌 ・俳 句作品 による 「書 く ・読む」 力を育て る学習

を通 して、 「伝え合 う力」 を高め、子 どもたちがよ り良い言語環境を築ける ことを、最終

的なね らいとした。

本研究 を通 して、 「ことば」の力を再認識 させ、身近 な 「ことば」 を尊重す る態度 を育

てていきたい と考えている。
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(2)指 導 の 実 際

① 【研 究 主 題 との関 連 】

副 主 題

「生 徒 作 品 を基 に した往 復 書 簡 を通 して 書 く力 ・読 む 力 を育 て る指 導 法 の工 夫 」

生徒 の 言 語 生 活 にお い て は 、書 く ・読 む とい っ た一 方 向的 な伝 達 や 、安 易 な伝

え合 いが 多 い よ う に思 わ れ る 。

1班 で は 、 学 年 に応 じて 、短 歌 ・俳 句 とい っ た 生 徒作 品 を基 に した 往 復 書簡 を

通 して 、 互 いの 心 を伝 え合 う力 を 高 め て い く こ とに よ っ て研 究 主 題 に迫 ろ う と考

え た 。 読 み 手 に伝 わ るよ う に 自分 の感 動 を短 歌 ・俳 句 に詠 み込 む こ と ・往 復 書簡

か ら 自分 の 考 えや 気 持 ち を分 か りや す く ま とめ る こ とは 、 読 む 力 と書 く力 の両 面

の育 成 にっ な が る。 更 に、 発 表 会 にお け る作 品 や カ ー ドの伝 え 合 いや 他 の生 徒 の

言 葉 のや り取 りか ら、 作者 は 自分 の作 品 を見 つ め直 す こ と にな る。

この こ と は、 文 字 言 語 を通 して そ の 目的 に応 じて 伝 え 合 う力 を高 め て い く もの

と考 え る 。

② 【使 用 教材 】

生 徒 の短 歌 ・俳 句 作 品 を基 に して 学 習 す る。 補 助 教 材 と して 、 「第14回 現 代 学

生 百 人 一 首(東 洋 大 学 選)」 、 「三 十 一 文 字 の パ レ ッ ト(俵 万 智 著 中央 公 論

社)」 「か ん た ん短 歌(桝 野 浩 一 著 筑 摩 書房)」 を使 用 す る。

③ 【指 導 の 手立 て 】

ア 自分 の心 情 が 読 み 手 に伝 わ る 作 品 を 作 成す る。

自分 の心 情 が 読 み 手 に伝 わ る短 歌 ・俳 句 を作 成 す る。 限 られ た文 字 数 の 中

で 言 葉 を吟 味 し、 工 夫 し、 更 に練 り直 す 。 そ こか らまず 、 文 字 言 語 を通 して

相 手 に伝 えて い く力 をは ぐ くむ こ とを考 え た。

イ 自分 の 気 持 ちや 考 え を相 手 に 分 か りや す く 「感 想 カ ー ド」 「返 信 カ ー ド」 に

記 入 し、 お 互 い にや り取 りす る。

作 品 を通 して 、 そ の意 味 や 作 者 の心 情 を読 み 取 り、 そ の 上 で 自分 の考 えや

感 想 が 作 者 に的 確 に伝 わ る よ うに文 章 を書 く。 この活 動 は、 作 品 を読 み 取 る

力 を高 め る と考 えた 。

ウ 発 表 会 を通 じて 自分 の 作 品 を練 り直 す 。

往 復 書 簡 の 内容 を発 表 す る こと は、 言 葉 のや りと りを再 現 し、 自分 の言 葉

を再 認 識 す る こ とにな る。 発 表 会 で のや りと りや カ ー ドの 内容 を踏 ま えて 作

品 を推 こうす る こ とで 、 言 葉 の大 切 さ ・伝 え合 う こ との大 切 さ を知 り、書 く

力 を高 め て い く こと にな る と考 え た 。

④ 【指 導 目標 】

ア 日 ごろ 自分 た ち が言 葉 に よ って 生 活 して い る こ と に気 付 き、 言 葉 の大 切 さ を

再 認 識 す る。

イ 作 品 を基 に 、 自分 の考 えや 感 想 を明 確 に し、 分 か りや す い文 章 に ま とめ る。

ウ 意見 の 交換 を通 して 、 自 らの 作 品 を 見 直 す 。
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⑤ 【指導計画】(6時 間扱い)

時

1

2

3

学 習 活 動

テーマに沿って短歌を詠む①

1年Bア ウCア 「言語事項」ウ

2・3年BアCア 「言語事項」ウ

○単元の目標を聞き、学習計画を立てる。。

○資料を読み、短歌の基礎的な知識 を再確認す

る。

○今回作る短歌のテーマを確認する。

○テーマを選び、どんなことを詠むか、

いを詠むかを考えて短歌を作る。

どんな思

テーマに沿って短歌を詠む②

1年Bア ウエ 「言語事項」ア

2・3年Bア エ 「言語事項」ア

○短歌の定義 とテーマを確認する。

○短歌を作 り、推 こうする。ノー トに書 く。

○ ノー トに書いたものの中か ら一首 を選び、印刷

用紙 と掲示用紙に短歌を書く。

○作品を提出する。

感想カー ド作 りをする。

1年Bイ エCエ

2・3年Bイ オC工

○前時に作成 した全員の短歌を読む。

○ 自分で選んだ短歌について感想カー ドに書き込

む。

○ カー ドを提 出す る。

指 導 上 の 留 意 点

○ 「現代百人一首」や 「かんたん短歌の作 り方」など

現代短歌のプリン トを使用する。

○テーマの例 「自然 ・恋 ・季節 ・友情 ・学校生活 ・社

会の出来事」

○短歌の定義は

1定 型

2普 段の言葉を使う

3感 情を表す言葉は使わない

4読 み手を意識 した作品作 りをすること

○国語辞典 ・歳時記などの活用を促す。

○プリントを用意する。

○テーマを決めさせる。

○前時に作れなかった生徒に対 し、机間指導で短歌を

作 る手順 を分か りやす く説明したり、助言 した りす

る。

○氏名も書かせ、文字の大きさ ・配列 ・配置に気を付

けさせる。

○プリントに全員の作品をまとめておく。

○何首か詠み、例示する。

○全生徒に対して2枚 以上のカー ドが届くように工夫

する。

○共感した部分や どうしてその作品にひかれたのかを

特に詳 しく書くように指示する。

○感想カー ドには、作品の解釈 と感想を書かせる。
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4

5

(

本

時

)

6

返信カー ド作 りをする。

1年Bイ エCエ オ

2・3年Bイ オCイ エ

○感想カー ドを受け取る。

○感想カー ドを読み、それぞれの意見について考

える。

○返信カー ドを書く。

発表会 を行 う。(本時)

1年Aア エBオ

2・3年Aア エCカ

○発表会の手順を確認する。

○短歌発表会

1.短 歌作品を詠む。(短歌の作者)

↓

2.感 想カー ドを読む。(感想カー ドの作成者)

↓

3.返 信カー ドを読む。(短歌の作者)

↓

4.返 信カー ドを受けて感想を述べる。

(感想カー ドの作成者)

↓

5.互 いにカー ドを交換する。

○短歌作品の推こうの仕方を学ぶ。

短歌の推 こうと見直しをする。

1年Bイ エCオ 「言語事項」ウ

2・3年BオCウ 「言語事項」ウ

O前 時の推 こう例を振 り返る。

○作品の練 り直しを行い、掲示用紙に推こう後の

短歌を記入する。

O工 夫のポイントを掲示用紙に記入する。

O自 己評価カー ドを記入 して今回の単元の学習内

容を振 り返る。

○作品の解釈 と自分の意図した こととの共通点や相違

点に気付かせる。

○ 自分の作品の長所 ・短所について気付かせる。

○作品で表現 しようとした情景や感動 を、まとめさせ

る。

○理解 されたことへの喜びや、理解されなかった こと

への説明、自分の作品について見直せた ことなどを

文章にまとめさせ る。

○発表会の手順を図示し、流れを確認させる。

○カー ドをそれぞれの作成者に返却する。

○発表させる短歌作品は8首 程度とし、作品は黒板に

掲示する。

○感想のまとまらない生徒には適宜助言を与える。

○感想カー ドは作品の作者に、返信カー ドは感想記入

者に返却させる。

○字句の置き換え、語順の変更を例示し、生徒作品の

推 こう例 も紹介する。

○推こうの意味を十分理解 させなが ら、積極的な姿勢

で取 り組むように指導する。

○簡単な感想 も含めて丁寧に記入させる。
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【 第5時 指 導 案 】

ア.目 標

① 作者 ・鑑賞者それぞれの立場で、短歌についての意見や感想 を伝 え合 う。

② 意見の交換を通 して様々な考 え方がある ことに気付き、認め合 う。

③ 推 こうの仕方の基本 を学び、自らの作品を見直 させ る。

イ.展 開

導

入

展

開

時間

3分

4分

30分

学 習 活 動

○本時の流れを確認する。

① 発表会の手順を確認する。

指 導 上 の 留 意 点

○短歌発表会を通 して、様々な考えがある

ことに気付かせ る。推 こうの仕方 を学

び、短歌の練 り直 しの基礎 とさせ る。

○発表会 の手順 を図示 し、流れ を確認 させ

る。

学習 の目当て

① 文章で伝えた ことを相手はどの ように受け取っていたかを考 えよう。

② 各 自が発表を聞いて考えた ことや感 じた ことをメモしよう。

③発表者 は声の大 きさや話す速度 を工夫 して、伝えたい内容が聞き手によく分かるよ う

にしよ う。

② 『短 歌 発 表会 』

(「話す こ と ・聞 くこ と」 ア 、エ)

1.短 歌作品を読む。(作 品の作者)

y

2.感 想カー ドを読む。(カ ー ド作成者)

y

3.返 信カー ドを読む。(作 品の作者)

↓

4.返 信カー ドを受けて感想を

述べる。(感 想カー ド作成者))

、レ

5.互 いにカー ド奪交換する。

○発表 させ る短歌作品は8首 程度 とし、作

品は黒板 に掲示する。

○感想のまとまらない生徒 には、適宜助言

を与える。
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10分 ③ 短歌作 品の推 こうの仕方を学ぶ。 ○感想カー ドは作品の作者 に、返信カー ド

(「書 く こと」1年 工 、2・3年 オ) は感想記入者に返却 させ る。

○字句の置 き換え、語順の変更を例示 し、

生徒作品の推 こう例 も紹介する。

ま ○次時の予告をする。 ○発表会 を踏 まえ、よ り人の心 に伝わる洗

と 3分 練 された表現 を工夫するよう指示する。

め ○カー ドを次時 に持参するよう指示する。

ウ.評 価

① 作者 ・鑑賞者それぞれの立場で、短歌 についての意見や感想を伝え合 うことができたか。
(「話す こと ・聞くこと」1年 ア、2・3年 ア)

② 意見の交換 を通 して、様 々な意見のあることに気付 き、認め合 うことがで きたか。(「
話す こと ・聞 くこと」1年 工、2・3年 工)

③ 推 こうの仕方の基本 を学び、 自らの作品を見直す ことができたか。
(「書 くこと」 1年 オ 、2・3年 力)

(資料1)

『
伝
え
合
う
雷
案

～
矩
歌
を
逼
し
て
～
』

隼

鶴

矩
歌
作
呂
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(資料2)
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返信 カー ド例

(資料3):

感想 カー ド例

響 感 懇 力'」

.ド!年3組 番 氏名()
匿
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(資料4)
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(3)ま とめ

1班 では、副主題 にそ って文字言語で相手 と気持 ちを通 い合わせ ることの難 しさに気付かせ、

その重要性 を実感 させ るために検証授業を重ねた。 ここでは、その過程で得 られた成果 をまと

めてみたい。

① 考 察

ア 短 歌

短歌の作成 にっいては事前 に基本的な事柄 を指導 し、短歌 の作成や鑑賞文にっ いての

指導 を重ね た。 当初、事実 をそ のまま詠むのではな く、その時の感情を伝え られるように

詠 むということに戸惑いを感 じた生徒 もいたようだ。 しか し授業が進 むにつれて、短歌 を

通 して 自分の気持ち に共鳴 して くれる相手がいる ことに充実感 をもつようになって いった。

そのため、生徒たちはよ り内容 に深みのあ る短歌 を詠む とい う意識 をもつよ うになった。

イ 鑑賞 と感想カー ド作 り

作品の鑑賞 を徹底する ことで、作品の第一印象で終わ らない感想 を得 られた。鑑賞 につ

いては注意点 を明確 にす る ことで深 い言葉の分析ができるようになった。 また、感想文 を

短歌の作者 に手渡す ことで、文章 を書 くときに読み手 を意識す ることの大切さを実感で き

た。

ウ 作者か らの返信カー ド作 り

自分の詠 んだ作 品を基 に した交流 は非常に有意義であった。感想カー ドには作者が思 っ

て もいないような情景を想像 したケース も含 まれてお り、自分の発 した言葉の反響 に驚 い

た生徒 もいたようだ。そ のため、新 たな短歌作 りの時には初回よ りも慎重に適切な言葉 を

選ぶ姿勢が見 られた。

② 今後 の課題

ア 今回の研究では、言語 を通 して気持ちを伝 え合 うことに重点 をお いた。文字言語は現代

社会 においてイ ンター ネッ トや携帯電話のメールのや りと りな どで活発に利用 されている

が、受け手の理解 力に大 きく左右 され る面 もある。情報 の受け手 としての能 力を高める指

導は更に進める必要 があるだろ う。

イ 現代短 歌作 りのきっか け として、 「現代学生百人一首」(東 洋大学 選)や 「か んたん

短歌 の作 り方」(枡 野浩一著 筑摩書房)「 三十一文字のパ レッ ト」(俵 万智著 中央 公論

社)な どを利用 した。 これ らの超現代短歌 とも言 うべ き分野はまだ研究例が少な く、作 る

楽 しみだ けで終わ らないよ うな指導法の工夫 を今後 も考えていきたい。
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22班(音 殉言 語 班)

(1)ね らい

現 代 の よ うにす べ て の もの が巨 大化 、複 雑 化 した社 会 の 中 で は、 一 人 の 人間 が で き

る こ と には 限 りが ある。 この現 代 を生 き 抜 くた め には、 他 人 と協 調 して 知 恵 を 出 し合

い、 新 し い考 え を生 み 出 して課 題 に対 処 し、解 決 して い く力 が必 要 とな る。 しか し、

そ の 一 方 で 現代 の子 ど もた ち の 人間 関 係 の あ り方 が懸 念 されて い る。 自分 の 主張 はす

るが 、 相 手 の考 え を受 け入 れ る こ とが で き な い子 ど も、 また 相手 の考 え を理解 しよ う

と努 力す る姿 勢 に欠 ける子 ど も も多 い。 多 様 な価 値 観 の 中で 、 明確 な判 断 基 準 を見 失

いつ つ あ る社 会 の 中で 、お 互 い の考 えや 意 見 、つ ま りは人 間性 を認 め合 い、尊 重 し合

う姿 勢 が 乏 し くな って きて い る と も言 え る。

そ う した 中 で 、平 成14年 度 か らの学 習 指 導 要領 で も述 べ られ て い る よ うに 「伝 え合

う力」 、 つ ま りコ ミ ュニ ケー シ ョン能 力の 育 成 とい う ことが 、 これ か らの国 語科 に求

め られ て い る。 そ のた め に は、 何 の た め に(目 的 ・必 要性)、 だ れ に対 して(相 手)、

何 を(表 現 内容)、 どの よ う に(方 法 ・技 術)伝 え合 うのか を明確 に意 識 させ る こと

が大 切 で あ る。 そ して 、 言葉 によ り相 互 の気 持 を交 流 させ る こ と ・相互 を正 しく理 解

す る こ と、相 互 を尊 重 す る こ との大 切 さ を、 経験 を通 して学 ばせ る こ とが 、 生涯 に渡

っ て必 要 な 「生 きる 力」 の基 盤 とな る はず で あ る。

そ こで2班 で は音 声言 語 を通 して 、 「目的 に応 じて 適 切 に伝 え合 う力 を高 め る指導

法 の 工夫 」 を研 究 した。 そ の 中で デ ィ ベー ト形 式 の討 論 を用 い る こ とで 、互 いの 立場

や考 え を尊 重 して 、伝 え合 う力 を育 て る こ とが で き る と考 え た。 また 、 異 な る意 見 に

触 れ る こ とで多 面 的 な見 方 ・考 え方 が 身 に付 き、 お互 いの考 え を深 め 合 う こ とが で き

る と考 え 、指 導 の手 立て を工夫 した 。 は じめ に、 「目的 に応 じて 」 と い う面で は、相

手 を説 得す る とい う 目的 には相 手 へ の誠 意 を持 ち 、根 拠 を しっか りと持 つ こ とが 重要

で あ る こ と に気 付 つ かせ た 。

次 に、 「伝 え合 う力 を高 め る」 とい う面 で は、 まず 伝 え合 う 内容 を しっ か り持 って

いな けれ ば な らな い とい う認 識 に立 ち 、 それ に は何 を話 した いか 、 あ る いは 聞 きた い

か と い う主体 的な 欲 求が 不 可欠 で ある こ とか ら、 身近 な 論題 を設 定 し、 そ れ に対 す る

一 人 一 人 の考 え を書 かせ た 。 そ して 、 実 際 の討 論 の場 面 で は 、お 互 いが 相 手 の立 論 を

正 確 に聞 き、 ポ イ ン トをつ か み 、そ れ に質 問 を し、 また は 応答 す る と い う、 いわ ば言

葉 の キ ャ ッチ ボー ル が 円滑 に進 む よ う に配 慮 した 。

また 、 この 学習 活 動 の 中で配 慮 した の が 、討 論 の場 面 以 外 で の班 の 中で の伝 え合 い

の活 動 で あ る。立 論 ・質 問や そ れ に対 す る応答 ・結論 を述 べ る 場面 で の班 ご との話 し

合 い活 動 を通 して 、伝 え合 う力 を高 め る意欲 を喚 起 させ られ る よ う工 夫 す る ことで学

習 の ま とめ と した。 表 現 の方 法 は、 目的 や 相 手や 場 面 に応 じて変 化 す る もの で あ る。

そ れ は今 後 さ らに加 速 す るで あ ろ う情 報化 ・国際化 の社 会 の 中 で ます ます 多様 化 して

く る こ とが 予 想 され る。本 研究 の音 声 言 語 を中心 と した 活 動 を通 して 、 効 果 的 に話す

こと と、 そ の 前提 とな る正 確 に聞 く(聴 く)こ との 重要 性 に気付 かせ 、そ の 方法 を主

体 的 に学 ん で い く態 度 を育 て て い きた い と考 え る。
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(2)指 導 の実際

① 【研究主題 との関連】

副主題 「ディベー ト形式の討論 を用いて話す ・聞 く力を高め る指導法の工夫」

2班 では音声言語活動 を通 して伝え合 う力 を高める方法 として、デ ィベー ト形式 の討論 を

行 い適切な表現 の方法 を学ばせよ うと考 えた。ディベー トの有効性は認識されていて も、こ

れまで意外 に授業者が踏み込 んで いない現状が多い ことを感 じた。その上で、誰 もが行 える

よう初めてのディベ ー トとい う機会をと らえ、ディベー トの指導法の工夫 をこころみた。 さ

らにデ ィベー トの形式 を学んだ上で回数 を重ねてい くことが コミュニケ ーシ ョン能力の育成

の上で も重要 であると考えた。

② 【使用教材】

補助教材 として 「小学校ディベ ー ト授業入門」(学 事出版)の ビデオを使用 した。

③ 【指導の手立て】

ア 筋道 を立 てて話すための力を付けさせる

根拠 を明確 に して筋道 を立てた話 し方を学習する。 ワークシー トを効果的 に用いるこ

とによって、肯定側 ・否定側 どち らに立って も、立論できるように した。 また、準備 に

要する時 間を十分 に取 り、自信を持 って発言できるように工夫 した。

イ 論題を工夫す る

発達に応 じた各学年 ・生徒の実態 によ り、興味や関心のある論題を設定す る必要が あ

ると考 えた。初期 の段階では、資料収集のあま りい らな いもの、又は収集が容易な もの

を与えた り、選 ばせた りよ う配慮 した。

ウ 論点がかみ合 うように適切な指導を工夫する

伝え合 う活動 をよ り活性化するため に、授業者 は適切な評価やア ドバイスを行 い、そ

れ によ り論点 を常 に明確にとらえつつ、討論が行われるよ う努めた。

エ ー人一人が生き生 きと活動できる場 を設ける

班の中での分担 を明確に し、役割 を与える ことによって一人一人の活動の場 を保証す

るように心が けた。振 り返 り記録を活用 し、それぞれの活動 を高めた り、相互 に評価 し

た りすることによ って、互 いの活動 を認め合 うようにした。

オ 正確 に聞き取 り、批判的に聞いた りする力 ・的確 に論点を整理 し、説得する力の育成 に

努める

相手側 の立場 と自分側 の立場 を明確 に しなが ら、言 葉のキ ャッチボ ールを行 う。学年

・生徒 の実態 によって形態 ・方法 を変えることによってよ り充実 した討論ができるよ う

努めた。 回数 を経 てい くことによ り話 し合 う活動 を楽 しめるよ うにしてい く。

④

ア

イ

ウ

【指導 目標】

「効果的 に話す力」 を伸ばす。

相 手の発言 を 「正確 に聞き取 り」、 「批判的 に聞 く力」 を伸ばす。

ディベ ー トを通 して、話 し合 うことの楽 しさを味わ うとともに、自分の視点 を広 げ、お

互いの考えを深 め合 う。
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⑤ 【指導計画】(7時 間扱い)

時

1

2

3

学 習 活 動

ディベー トについての理解

1年Aア ウエBイ 「言語事項」エ

2・3年Aア イエBイ 「言語事項」エ

○授業のね らいを理解する。

○ ビデオ 「ディベー ト入門」を視聴 し、デ ィベー

トの全体の流れについて理解する。

○今後の授業計画について説明を聞く。

○提示された論題を理解する。

○対戦相手 と論題を決める。

○論題に対す るメ リッ ト・デ メリッ トを各個人が

考え、 「ディベー ト準備 シー ト」に記入する。

ディベー トの準備①

(チーム内の役割分担 と立論準備)

1年Aア ウエBイ オ 「言語事項」エ

2・3年Aア イウエBイ エカ 「言語事項」エ

○ 「ディベー トの流れ と役割分担」 に沿 って説明

を聞く。

○ 「ディベー ト準備シー ト」 を使 い、チームの立

論を考え、「立論シー ト」(資料1)に 記入す る。

※立論を考える際の手順

・各個人の意見を検討 し、メ リッ ト ・デメリッ

トを整理する。

・論点の根拠 となる事項を考える。

・根拠 とな り得 る情報 ・資料を集める。

・資料をもとに論点(2つ の柱)を 決める。

(重要性 ・深刻性 を整理する)

○振 り返 り記録用紙に話合 いの反省を記入す る。

ディベー トの準備②

(審判についての理解及び質疑の準備)

1年Aア ウエBイ オ 「言語事項」エ

2・3年Aイ ウエBイ エカ 「言語事項」エ

○ 「判定表」の記入の仕方 と審判 についての説明

を聞 く。

○相手の立論(2つ の柱)を 予想す る。

○ 「反論 シー ト」(資 料2)を 使い、予想 した立

論 に対する反論を考え、記入す る。

○予想 される相手か らの反論 を考 える。

指 導 上 の 留 意 点

○ディベー トの形式を説明する。

○判定前 に一度 ビデオを止めどち らの勝

ちか を考 えさせ る。

○ 日常の班単位 で行 うことを説明す る。

○論題 と定義 を書いた紙 をあ らかじめ用

意 しておいて示す。

○記入 した 「ディベー ト準備 シー ト」を

使 い、次時 に話 し合いを行 うことを説

明す る。

○ ワー クシー トの使用によって、立論や

反論 の準備 を容易にす る。さらに、実

際にデ ィベー トを行う時の話 し方の理

解へ とつなげる。

○立論の根拠は時間の制約上2つ まで と

す ることを説明す る。

○話 し合いの時 に心がけることとして

・自分の意見 を持ち、伝えること

・相手の意見 を正確に聞き考 えること

・協力 してまとめること

の大切さを説明 し理解させてか ら話 し

合いに入 らせ る。

→振 り返 り記録用紙 に記入する観点

○立論 を考える時 には、反論を考慮 しな

が ら考えるよう説明す る。

○記入す る時間 を十分確保する。

○ 「判定表」 を使い、評価表 の記入の仕

方と審判 の仕方 を説明す る。

○話 し合いについては前時の 「話 し合い

の時 に心がけること」を再度説明する。
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○予想 した反論 に対する答えを 「応答シー ト」

(資料3)に 記 入す る。

○振 り返 り記録用紙 に話 し合いの反省を記入す

る。

ディベー トの準備③

(班内 リハーサル と結論準備)

1年Aア ウエBイ オ 「言語事項」 アエ

2・3年Aイ ウエBイ エカ 「言語事項」 アエ

○ 「結論 シー ト」(資料5)を 使 い、結論 を考 え、

記入す る。

○班内でディベー トの リハーサルを行 う。

○結論 の補強 につ いて考える。

○デ ィベー ト時の隊形等について説明を聞 く。

○振 り返 り記録用紙 に話 し合 いの反省を記入す

る。

デ ィベー ト実施 第1回

1年Aア ウエBイ 「言語事項」アエ

2・3年Aイ ウエBイ 「言語事項」アエ

○感想を話 し合 う。

ディベー ト実施 第2回

1年Aア ウエBイ 「言語事項」アエ

2・3年Aイ ウエBイ 「言語事項」アエ

○前時の反省 を教師か ら聞き、確認する。

○感想 を話 し合う。

デ ィベー ト実施 第3回(本 時)

1年Aア ウエBイ 「言語事項」アエ

2・3年Aイ ウエBイ 「言語事項」アエ

○前時の反省を教師か ら聞き、確認する。

○全員が 「ディベー ト授業を終えて」を記入す る。

○ 「デ ィベー ト授業を終えて」(資 料6)を 元 に

活動の成果を発表する。

○指導者か ら本学習の成果 と今後 の課題について

聞く。

○記入する時間を十分確保する。

○ リハーサルは、質疑応答 の準備 を重視

させ る。

○ 自分たちの反論 と相手側 の答えが結論

の補強になっているか考える。

○ディベー ト・審判 ・見学はそれぞれ2

班で行 うことを説明す る。

○記入する時間を十分確保する。

01回 目なので教師が丁寧に進行する。

○最後の見学者 ・ディベー ター ・審判 か

らのコメン トの中で、参考 とすべき意

見には特 に注意を促す。

○ 「自己評価表」(資 料4)に 記入 され

た意見の中で参考 になるものを紹介

す る。

○前時の見学者 ・ディベーター ・審判か

らのコメン トの中で参考 にすべき意見

を話 し、確認させる。

○ 「自己評価表」に記入された意見 の中

で参考 になるものを紹介する。

○前時の見学者 ・ディベーター ・審判か

らのコメン トの中で参考にすべき意見

を話 し、確認させる。

○記入す る時間を十分確保する。

○できるだけ多 くの生徒 に発表させる。
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[本時の指導案(第7時)]

ア 目 標

1.意 見 と根拠 とな る事実の関係 に注意 して 、論理的な話 し方 をす る。

2.話 し合い中に要点 をメモ し、根拠 をはっき りと確認 しなが ら聞 く。

3.声 の大きさや速度 に注意 して、簡 潔で分 か りやすい話 し方 をする。

4.様 々な意見を聞 くことによ り、視点を広 げ、自分の考 えを深め る。

イ 展 開

○ 「デ ィベー ト」の 目的 を確認する。

学習 の目標

1.発 表者は声の大 きさや速度 に注意 して、聞き手によくわか るよ うに話そ う。

2.要 点 をメモ しなが ら聞き、質 問や 自分の意見 を述べ る ときに生かそ う。

3.チ ームで協 力して話 し合 い、自分たちの意見 をまとめよ う。

○発表 の順番 を確かめる。 ○発表順を書 いた模造紙 を黒板右側 に

貼 っておき、それ を指導者が示す。

○審判の班に 「審判判定表」 を配布す

る。

○ ディベー トを開始す る。

論題例「本校は標準服を廃止すべきである」

1。 肯 定 側 立 論 ・ ・ ・ ・ …2分

2.否 定側 立 論 ・・ ・ ・ …2分

3.相 手 へ の反 論 と

予 想 され る反 論(反 論 の 答 え)

の準 備 …3分

4.否 定 側 反論1・ ・ ・ …1分

5.肯 定 側答 え1・ ・ ・ …1分

6.肯 定 側 反論1・ ・ ・ …1分

7.否 定 側 答 え1・ ・ ・ …1分

8.4～7の 繰 り返 し

予 想 され な い反 論 に対 して は 「シ ンキ

ング タイ ム お願 い し ます 」と伝 え れ ば 、

1分 の準 備 時 間が 取 れ る 。

9.結 論準 備 ・・ ・ ・ ・ …3分

10.否 定側 結 論 ・2分
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○ 司会 、タイムキーパーは指導者が行

っ。(時 間は15～30秒 のゆ と り

をもたせ る)

○論題 は黒板中央 に掲示 してお く。

○班 ごとに肯定側、否定側、審判の班 、

見学者に分かれて座 るので、座席の

配置 を工夫す る。

(教室配置図)

肯定側

◇ 囲く〉
口

口

口

口
04～7、9で 、班 の 中で き ち ん と話

i



11.肯 定側 結論 …2分

12.判 定準備

13.判 定 ・・12,13で3分

判定 は二つの班 の班長がそれぞれ の班 の

意見 をま とめて 相談 して肯定側 か否定

側か勝敗を決める。

1～13・ … 計25分(29分)

○ 見学者が感想 を述べる。

○ ディベー ターが感想 ・相互評価 を述べ る。

○ 審判 が感想 ・評価 を述べる。

○指導者 の講評を聞く。

○ 「ディベー ト授業 を終えて」 を記入 しデ ィ

ベー ト授業 を振 り返 り自己評価 をす る。

○ 「ディベー ト授業を終えて」を元 に活動 の

成果 を発表する。

○ 指導者 か ら本学習の成果 と今後 の課題 につ

いて聞 く。

し合いがで きているか確認する。

○判定準備 を して いる間 に、'ディベー

トを終 えた班 に 「自己評価表」 を渡

して記入す るように指示す る。

○感想発表は良かった点を具体的に述

べ合う場になるよう促す。

○本時のデ ィベー トの良かった点、課

題等を話す。

○デ ィペー ト授業 の目標 を各 自が達成

できたか振 り返 るよう指示す る。

○で きるだけ多 くの生徒に発表 させる

ウ、評 価

1.意 見 と根拠 とな る事実の関係 に注意 して、論理的な話 し方 をする ことがで きたか。

2.話 し合 い中に要点 をメモ し、根拠 をはっき りと確認 しなが ら聞 くことができたか。

3.声 の大きさや速度 に注意 して簡潔 で分か りやすい話 し方をす る ことがで きたか。

4.様 々な意見を聞くことによ り、視点 を広 げ、自分の考え を深める ことがで きたか。
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(3)ま とめ

2班 で は、 「ディベー ト形式の討論 を用 いて話す ・聞 く力を高 める指導法の工夫」 とい う

副主題を設定 し、研 究を進 めて いった。ここでは、数回の検証授業 を行いなが ら改善を重ね 、

得 られた成果 について まとめてみる こととす る。

① 考察 と研究の成果

ア ディベー トにつ いて の理解

デ ィベー ト形式 の討論の導入段階 として、市販の ビデオを用 いて、デ ィベー トの方法

につ いて理解 した。話すために必要な事柄 を理解 し、根拠 を持 って話 し、要点を とらえ

て聞くことの重要性 に気付 くことができた。ディベー トが 「話す ・聞 く」力を高めるた

めに有効 である ことを理解 し、興味 ・関心 を促す ことができた。

イ デ ィベー トの準備

まず、ディベー トの準備段階では、個人の意見 を元 に班で協力 し筋道の通 った立論 を

立てた。次 に、予想 される反論 に対す る答え を考 えた。最後 に結論をまとめた。展 開の

流れ に沿って、 ワー クシー トを用 いて、相手 を説得す るため にしっか りとした根拠 をあ

げてお くことができた。筋道 を立てて話すために、準備 を十分 にしてお くことで、実際

のデ ィベー トに役立てる ことができた。

ウ デ ィベー トの実際

生徒は、班の 中でそれぞれ 自分の係 に責任を もって活動 した。ワー クシー トを用 いて

効果的に学習 を進め ることがで きた。また、応答 ・結論の際 に班 の中で協力 して話 し合

うことがで きた。

エ ディベー ト形式 を用 いてみて

準備 では、お互 いの意見や考え を伝 え合 うことによ り、よ りよい考えを導 き出す こと

ができた。ディベー トでは、相手 にわか りやす い話 し方 を心がけた り、相手 の話 を聞 く

ときに要点 をとらえて聞 くことの重要性を身をもって学習す る ことができた。そ して、

班活動 の場面での 自己評価 と相互評価 を行 うことによ って、 自分 自身の課題 に気付き、

互いの良さを認め合い、伝え合 う力を高める意欲が深 まった。 さ らに、デ ィベー トの回

を重ねて、様々な 立場(審 判 ・見学者)を 経験する ことができた。

② 今後 の課題

ア 指導者 として、 生徒一人一人の言語能力を十分に評価す る ことができた とは言い難

い。来年度か らの到達度評価 実施 に向け、従来のよ うな集 団の 中での相対的な評価 に片

寄 らな い子 どもたち一人一人が どの程度 目標 に近づ くことができたか という視点 での評

価方法の工夫が必要で ある。また、T・T(テ ィー ムテ ィーチ ング)や 選択授業な ど

での活動 を考 えて いくことも必要である。

イ デ ィベー ト形式 の討論は、今後 も 「話す ・聞 く」 の活動の一つ として、継続 的に行 っ

て いく必要があ る。
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IV研 究のまとめと今後の課題

本年度は、『目的 に応 じて適 切 に伝 え合 う力を高める指導法の工夫』 を研究主題 として研究

を進 めてきた。21世 紀 を迎 え、激 しく変化 してい く社会 の中で、よ りよい社会生活 を営 んで

いくため には、相互 の理解 を深め、豊 かな人間関係 を構築 し、協力 し合 うことが必要 とされ る。

ここに 「伝 え合 う力」の重要性がある。互 いの立場や考 えを尊重 しなが ら言葉 を伝 え合 う力 を

高め ることによって、子 どもたちはい じめや不登校な どの問題 にも立ち向か う力を身 に付 け、

更 に、社会で生 きて いく力を身 に付 けることができるのである。

本研 究では 、音声 言語 と文字言 語それぞれで 「話す ・聞 く」力、 「書 く ・読む」 力を高め る

授業の工夫 をし、 「伝え合 う力」 の育成 に取 り組んだ。具体的 には、1班(文 字言語)は 生徒

作品を基 にした往復書簡 とい う形式 の授業 を行 い、2班(音 声言語)は ディベー ト形式の討論

による授業 を行 った。

1班 では、生徒の作成 した短歌 について他 の生徒が感想 を書 き、その感 想を読んだ短 歌の作

成者が返信 を書 くという授業 を行 った。短歌 の作成 に当た り、 生徒は、まず伝えたい感動 を表

現す るため に言葉 を吟味 し、選択する必要性 を認識 した。次 に短歌 を読んだ生徒は、作者 の感

動 を理解 しよ うと努 め、深 く言葉 を分析す ることにつなが った。 また、鑑賞文 を返す とい うこ

とで、読み手(短 歌 の作者)を 意識 し、相rの 気 持ちを考 えなが ら明確な文章 を書 くとUう 努

力ができた。感想カー ドをもらった生徒 は、 自分 の感動 に共感 して もらえる喜びや、 自分 の言

葉が相手に思 いもよ らぬ想像 をもた らす ことの驚 きを味わ い、その気持 ちを正確 に文章で伝え

ようと努 力 した。 このよ うな言葉 のや りと りを通 し、生徒たちは伝 え合 うことの難 しさを知 り

なが らも、伝 え合え うことができた時 の達成感 も得 られた。 この感動が さらに自分の作品 を見

直 し、新たな伝え合いのスター トとな った。

2班 では、 「話す ・聞 く」力 を高め る ことを目的 に、デ ィベー ト形式 の討論の指 導 を授業で

行 った。 まず、 ビデオを用 いて、生徒 にディベー トについて理解 させ、授業の目的を理解 させ

た上で論題の設定 を行 った。デ ィベー トの実践では、討論 ・審判 ・見学者 という様 々な役割 を

経験 させ ることで、様 々な立場か ら 「話す ・聞 く」力を高め られ るよ う工夫 した。また、チー

ム内で もそれぞれ役割分担 をし、全員がチーム内での話 し合 いに参 加す るよう指導 した ことで、

生徒たちは討論 に積極的 に取 り組 む ことができた。ディベー トの授業 を通 して、生徒た ちは明

確な根拠 を持 ち、 自分の立場を明 らかに し、その上で相手 を説得す るた めに、分か りやす く、

かつ効果的 な話 し方 をしよ うと努 力 し、 また相 手の発言 を正確 にかっ批判的 に聞く努力 をした。

このよ うな活動 を通 し、生徒 たちは、互 いに相手 の立場や考えを尊重 しなが ら効果的 に話 し合

いを進 め、 自分の考 えを深 めて いくことができたと言える。

今後の課題 としては次 のような ことが挙 げ られ る。

○ 「伝え合 い」が個 人対個人で終わ らぬよう、広 く全体 に広が り、 またそれが個 人に戻 って い

くよ うな指導法 の工夫が必要である。

○継続的な学習活動 によ り、生徒 の言語感覚や語彙 力をよ り豊か にし、文字言語 にお いて も音

声言語 において も、更 に豊 かな 「伝 え合 い」ができるよ うにする ことが必要である。
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